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61　　　　 卵巣癌腹水細胞山来YKT 株の樹立 と

matrigel を川い た ヌ
ー

ドマ ウ ス 卵巣 同所移植法 と肝

，1i云移 モ デ ル の 作成

62　　　　 ヌ
ー ドマ ウ ス 卵 巣同所移植法 を用 い 細

胞外基質成分の 変化に伴 う卵巣腫瘍の 形成能 と転

移巣 の 比 較検討
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【冂的】最近 、 消化器癌 を中心に ヌ
ー

ドマ ウ ス へ

の 同所 移植が 臨J末的病態 を よ く反映す る こ とが 明

らか に され、多 くの 実験 モ デ ル が作成 され て い る

しか し婦人科癌、特 に卵巣癌 の 同所移植、さら に

は 同法 を用 い て の 転移 モ デ ル 作成 の 報告は殆 どな

い 。

／
＞IH］我 々 は 卵 巣 癌腹水細胞 由来YKT 株 を樹 Lk

した 。 こ の 細胞株 を、培養細胞の 腫瘍形成性 に 関

’j’する 物質 matrigel と混合 し 、 顕微鏡 卜
『
で ヌ

ー
ドマ

ウ ス 卵巣内 へ 1，，亅所移植する こ と、さ らに は 転移 モ

デ ル の 作成 を試 み た。　【丿∫法】1995年当科 で 手稀f

を うけた奨液性腺癌症｛ダ咀の 腹 水細 胞 を患 者 の 同意

を 得て 培養 し、現在継体30代 目 で あ る 。 培 養細胞

は敷石状 に増殖 し，亜積 コ ロ ニ ーを形成す る 。 倍加

時間は2411錨 1，飽和密度は 6．3．　xlO ：
　！crn

！

，腫瘍 マ ーカ

t一はCA −125 の 産生 を認め る。 こ の 細 胞 3xloe個 を

matrigel 　 O28mg1   ．03m1 に混合し、顕微鏡 卜
’
で 7週齢

の 雌 ヌー ドマ ウ ス卵 巣内 に 了
・
宮側 よ り27Gy 注身寸針

を用 い て 注 人 した （卵 巣 注人 群 ） 。 また 対照 と し

て matrigel 混合 した 同数の 細胞 を腹）］空内に 注入 した

（腹腔内直接 注人群 ） 。 4週 後に腹腔内 の 状態 を両

群 間 で 比 較検討 した 。　【成績】　（卵巣注入 群）注

人側の卵巣 は乳頭状 に胚 大， 癌性 腹膜炎の 状態で

あ り，川「臓，脾臓に 転移 を認め た 。　 （腹腔内直接注入

群〉癌性腹 1亅莫炎 の 状 態で あ っ た が ，∫宮 と卵巣 に は

腫瘤 を認め ず、肝臓，脾臓へ の 転不多も観察 され なか

っ た Q 　【結論】培 養細胞 （YKT 季朱） をmatrigel 内 に

混 合す る こ とに よ り、卵巣 に顕微鏡下 で の 同所移

植 に 成功 した。 こ の 実験系は 肝転移 モ デ ル で あ る

こ ともを判明 した 。

【H 的 】ヌ
ー

ドマ ウ ス 卵巣 同所移植法 を用い て ，細

胞 外 基 質成 分 の 変化に 伴 い 卵巣 に 形成す る 腫瘍 に

差 が あ る か ，あ る い は 転移 巣に 相違 を認 め る か を

matrige 】，　 growth　facter　reduced 　marrigel ，　gelatineを 川

い て 比 較検 討した 。 卵巣 に 形成する 腫瘍 は 大きさ

お よ U ”

Hthymidine 摂 収
冫率ζで 増殖能 を比 較 した 。

【丿∫法】
 「1教室で 樹 ・Z した卵 巣癌 腹水細 胞 由 来

YKT 株 3xlO6個 をmatrige10 ．28mg ／0，03ml 内に 混合

し，顕 微鏡 ドで r・宮fHiJよ り27Gy注射針 で 馴亅巣に注人

す る群 （Malrige1群）3xtO
‘
個をgrowth　 facter　 reduced

matrigel 　 O．29mg10．03ml　 内に 混合 し注入す る群

（RedLI  d群 ） 3x［σ飼をgelatine　with 　DMEM 内に混

合 し注 入する群 （GelaIlne群〉 に う♪け4週 後に 開腹 し

て 比較検討 した 。 また卵巣腫瘍は
’

Hthymidine 摂

取率で そ の DNA 合成能 を比 1絞検討 し た
。 　【成績 】

《Matrige1＃Tt》注人fH［Jの 卵巣は乳頭状 に腫 大 （径

】cm 　1）ii後 〉，肝 臓 に ・11云移 （左 葉径 4mm 前後） ；

《Re山   d僻》注入側 の 卵巣は 結節状 に腫 大 （O，
5 

前後），川
：
臓 に i11

！i1多　（ノ匸1葉径2mm 前後）　； 《Gelatine

群 》腫瘤 形成 は 認 め ら れ な か っ た 。 Matrigel

群 ，
Reduced群　 の 卵 剿 ｝重瘍 の

’
H 　thymidine摂 取率は

228916 ± 12540cpm，116．145± 35〔Plcpm で あ り有 為

な差 を認め た 。 　【結論】本実験 モ デ ル に お い て 細

胞外基 質成分 の 変化 に 伴 い 卵 巣 に 形 成 す る 腫瘍，あ

る い は転移巣に 相違 を認めた 。
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